
宇都宮商工会議所企業経営委員会 活動報告書 

  令和４(2022)年１０月  ３１日 

宇都宮商工会議所 

会頭 藤井 昌一 様 

宇都宮商工会議所企業経営委員会 

委員長 生出 栄 

 当委員会は、令和元年の設置以来、約３年にわたり当委員会が所管する調査・研究事項

「中小企業のＳＤＧｓ」について、調査研究を進めてまいりました。 

 このほど、次に掲げる事項についての調査・研究が終了しましたので、その活動経過と

結果についてご報告します。 



宇都宮商工会議所企業経営委員会 委員名簿 
 
 
 

委 員 長 生 出   栄 栃木信用金庫 専務理事 
副委員長 船 田 雅 弘 コクヨ北関東販売㈱ 代表取締役社長 
委  員 赤 塚 博 実 ㈱カネマス 取締役会長 
  同 村 上 芳 弘 日東石油㈱ 代表取締役会長 
  同 金 子   保 レオン自動機㈱ 取締役常務執行役員 
  同 坂 井 俊 司 ㈲春日屋商店 代表取締役 
  同 板 垣 弘 一 関東信越税理士会宇都宮支部 支部長 
  同 片 岡 泰 三 ㈱アトムエンジニアリング 代表取締役会長 
  同 柳 田 茂 雄 日本郵便㈱宇都宮中央郵便局 郵便局長 
  同 横 山 幸 子 横山法律事務所 所長 
  同 髙 山   實 ㈱太陽警備保障 代表取締役 
  同 善 林 隆 充 ㈱マルゼン 代表取締役社長 
  同 佐 藤 千 秋 サトーカメラ㈱ 代表取締役社長 
  同 金 田 秀 壽 ㈱ニッカネ 代表取締役会長 
  同 池 田 勇 介 ㈱アイ・シー・エス 代表取締役会長 
  同 大 矢 裕 啓 大矢商事㈱ 代表取締役 
  同 黒 﨑 英 典 ㈱クロサキ 代表取締役 
  同 﨑 尾   肇 ㈱コアミ計測機 代表取締役 
  同 青 柳 勝 男 社会福祉法人朝日会 理事長 
  同 山 田 義 治 ㈱スキット 監査役 
  同 竹 川 哲 夫 ㈱タケカワ 代表取締役社長 
  同 田 嶋 久登志 ㈲ララ・ドリーム 代表取締役 
  以上２２人 
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１ 調査・研究テーマについて 

  企業経営委員会は、中小企業の経営支援に関すること及び商業・流通施策に関するこ

とを主な調査研究事項としている。 

今期は、第１回委員会で国の中小・小規模事業者等支援施策について講話を聴き、意見

聴取を行った結果、第２回委員会においてＳＤＧs について調査研究を行うこととした。 

持続可能な社会に向けて中小企業の目線やサイズ感ではどのような取り組みができる

か、また、ＳＤＧsに取り組むことによってどのように企業価値が高まるのかを調査・研

究するとともに、ＳＤＧｓを地域の中小企業に普及させるにはどうしたら良いかといっ

た意見も取りまとめることとした。 

 

２ 企業経営委員会の提案・要望 

（１）ＳＤＧｓの幅広い周知 

   ＳＤＧｓは企業経営に今後深く関わってくる内容であり、取り組み方次第では取引 

  にも大きな影響を及ぼすものである。一方で、情報不足によりＳＤＧｓの取り組みに 

二の足を踏んでいる企業も多い。 

そこで、商工会議所には会報天地人やホームぺージ等を通じて、すでに取り組みがで

きている事業者の事例や取り組み方法について積極的に情報発信して気づきを促し、

各種優遇制度などの紹介をしていただきたい。 

 

（２）行政の取り組みへの協力 

   栃木県では「とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度」により意欲的な企業活動を支援し 

ている。また、宇都宮市は内閣府のＳＤＧｓ未来都市に選定されるなど、取り組みを高

く評価されており、「宇都宮市ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」で事例紹介や勉強

会、出前講座などを実施している。そこで、「とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度」や「宇

都宮市ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」と情報を共有していただき、行政と連携し

ながらとちぎＳＤＧｓ推進企業の登録企業や宇都宮市ＳＤＧｓ人づくりプラットフォ

ーム会員企業の増加を後押しし、ＳＤＧｓの推進に協力していただきたい。 

 

（３）国の専門機関との連携 

   独立行政法人中小企業基盤整備機構では、ＳＤＧｓ経営について説明動画の配信、

セミナー＆個別相談会、研修、ワークショップ、ハンズオン支援など様々なメニュー

があり、専門家も充実している。ＳＤＧｓの取り組み方がわからない中小企業に対し、

積極的な活動を促進できるよう、国の専門機関とも密に連携し、支援メニューの紹介

や相談窓口として対応していただきたい。 

 

（４）セミナー、勉強会、専門家派遣等の実施 

   企業経営委員会の委員企業を対象とした調査結果から、ＳＤＧｓに取り組んで良か

った点については「自社の経営理念、経営方針などの強化につながった」「説得力をも

って社会貢献を言えるようになった」との回答があったが、「社外・社内の認知度が高

まっていない」「具体的な目標・ＫＰＩの設定の仕方がわからない」という課題もある

ことが分かった。また、有効と思われる支援策については、「取り組み方のセミナーや

勉強会、専門家の派遣」「先進事例の紹介」が上位に挙がった。 

これらの結果を受け、商工会議所にはセミナーや勉強会、専門家派遣等を実施し、先

進事例の紹介などを行って、中小企業の取り組みを支援していただきたい。 
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３ 委員会の活動経過 

（１）第１回委員会（令和２(2020)年８月２１日） 

ア 内 容 

（ア）委員会の調査・研究事項について 

（イ）委員会の今後の進め方について 

（ウ）講 話 

   ａ テーマ「国の中小・小規模事業者支援施策について」 

   ｂ 講 師 独立行政法人中小企業基盤整備機構 関東本部 

         人材支援部部長（兼）中小企業大学校三条校校長 有木 克昌 氏 

         独立行政法人中小企業基盤整備機構 関東本部 

         企業支援部 支援推進課 参事 松尾 伸一 氏 

イ 出席者 １０人 

中小企業基盤整備機構の担当者から中小企業のデジタル化、ＢＣＰ、人材の確 

保・育成、後継者育成、ＳＤＧｓ、コロナに打ち勝つ企業経営など、様々な内容に

ついて情報提供がなされた。それを受け、講話後に意見交換を行い第２回委員会で

テーマを決定することとした。 

 

（２）第１回正副委員長会議（令和２(2020)年１１月２０日） 

ア 内 容 

（ア）第１回委員会の振り返りについて 

（イ）テーマの絞り込みについて 

（ウ）第２回委員会の開催について 

イ 出席者 ２人 

前期、前々期の調査・研究テーマを確認するとともに、今期のテーマについて、 

第１回委員会での委員の意見等をもとに議論し、ＳＤＧsを提案することとした。 

 

（３）第２回委員会（令和３(2021)年２月１０日）  

ア 内 容 

（ア）委員会の調査・研究事項について 

（イ）講 話 

ａ テーマ とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度について 

ｂ 説明者 公益財団法人栃木県産業振興センター 

      産業振興部 新産業育成グループ 

      グループリーダー 枝野 龍之 氏 

            主事 石田  唯 氏 

イ 出席者 ６人 

講話後に委員が協議を行い、委員会の研究テーマを「ＳＤＧｓ」に決定した。 

 

（４）第２回正副委員長会議（令和３(2021)年６月３０日） 

ア 内 容  

  （ア）第２回委員会の振り返り 

  （イ）第３回開催内容について 

  （ウ）今後のスケジュールについて 

    イ  出席者 ２人 

第２回委員会の内容を振り返り、今後の進め方とスケジュールを確認した。 
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（５）第３回委員会（令和３(2021)年７月２７日） 

  ア 内 容 

（ア）講 話 

ａ テーマ 市内企業のＳＤＧｓの取組（事例）について 

ｂ 説明者 宇都宮市環境部環境政策課エコ活動グループ  

主任 鈴木 麻希子 氏 

（イ）意見交換 

イ 出席者 ７人 

ＳＤＧｓの取り組みについて現状を把握したうえで中小企業がＳＤＧｓに取り組

むための支援策等について議論することとした。 

 

（６）第３回正副委員長会議（令和３(2021)年１１月１５日） 

ア 内 容  

  （ア）第３回委員会の活動状況について 

  （イ）今後のスケジュールおよび委員会の進め方について 

    イ  出席者 ２人 

第３回委員会の内容を振り返り、今後の進め方とスケジュールを確認した。ま 

た、中小企業の取り組み状況等に関する現状把握のため、委員に対するアンケー 

ト調査実施を決定した。 

 

（７）ＳＤＧsに関する調査（令和３(2021)年１２月２７日～令和４(2022)年１月１９日） 

  ア ＳＤＧsに関する調査を実施 

（ア）調査対象 企業経営委員会 委員２２名 

（イ）調査方法 調査対象者に調査票を郵送、回答を返信用封筒により回収 

  （ウ）回 答 率 ５４．５％（調査票と調査結果はＰ１８～２４資料のとおり） 

  

（８）第４回正副委員長会議（令和４(2022)年５月１６日） 

ア 内 容  

  （ア）企業経営委員会活動状況について 

  （イ）今後のスケジュールおよび委員会の進め方について 

    イ  出席者 ２人 

第２回委員会の内容を振り返り、今後の進め方とスケジュールを確認した。 

 

（９）第４回委員会（令和４(2022)年６月２３日） 

ア 内 容 

（ア）講 話 

ａ テーマ 中小企業のＳＤＧｓについて 

ｂ 説明者 独立行政法人中小企業基盤整備機構 

中小企業アドバイザー 加藤 弘之樹 氏 

（イ）意見交換 

イ 出席者６人 

 講話後に意見交換を行い、これまでの意見と合わせて事務局が取りまとめ、報告

書案を作成することとした。 
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（１０）第５回委員会（令和４(2022)年９月２７日） 

ア 内 容 

（ア）企業経営委員会 活動報告書（案）について 

（イ）質疑応答・意見交換 

イ 出席者７人 

 事務局が活動報告書（案）を説明した後に委員の質疑応答・意見交換を行い、こ

れまでの意見と合わせて正副委員長に確認の上、活動報告書を取りまとめることと

した。 
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４ ＳＤＧｓについて 

 

（１）ＳＤＧｓとは【第２回委員会講話要旨】 

  ＳＤＧｓとは「Sustainable Development Goals」の略で、持続可能な開発目標と訳

され、地球が抱える問題を解決するための世界共通の目標である。１７の目標（ゴー

ル）と１６９のターゲットから構成される。 
  前身はＭＤＧｓ（２０００年国連採択）であり、開発途上国を対象に８つのゴールが

あり、２０１５年まで運用していた。極度の貧困状態は半減したという一定の成果が

あったが、アフリカのサハラなどは、まだ４０％以上の人は貧困であるという課題が

残った。そこでリニューアルしたものがＳＤＧｓである。 
  ＳＤＧｓは「持続可能な開発のための２０３０年アジェンダ」の中の一つであり、開 
発途上国だけではなく先進国も含めたすべての地域で実施することになった。また、 
国、企業、一般市民も参画し、世界レベルのパートナーシップで取り組むものとなっ 

た。（※外務省：「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」参照） 

 

（２）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）１７のゴールと１６９のターゲット 
 

 
 ※１６９のターゲットは公益財団法人栃木県産業振興センターホームページを参照 
（公益財団法人栃木県産業振興センターホームページ http://www.tochigiiin.or.jp/index/15/） 
  
（３）栃木県の取り組み【第２回委員会講話要旨】 

ア とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度 
（令和４年７月現在：令和２年１０月～令和４年６月申請分：５２６件/５２６者） 

（ア）栃木県産業振興センターが運営し、受付も同センターが行っている。 
（イ）ＳＤＧｓに取り組む企業を登録し、栃木県のホームページで公表する。 
（ウ）登録企業は名刺や自社ホームページ等に県の登録マークを使用できる。 
（エ）登録１年後にはセルフチェックを行う必要がある。 
  

http://www.tochigiiin.or.jp/index/15/
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※とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度の第１回申請受付時の特徴 
  一番多い申請項目は「社会課題を解決する製品・サービス開発・展開」、次に「多様 

な人材活用」における女性の活躍、さらにＣｏ２の削減であった。 
 

（４）宇都宮市の取り組み【第３回委員会 講話要旨】 

ア ＳＤＧｓ未来都市への選定 

    内閣府地方創生推進室がＳＤＧｓの達成に取り組む自治体を選定するＳＤＧｓ未

来都市に宇都宮市が選定された。（令和元（2019）年７月１日） 
 

イ 宇都宮市ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム 

   （プラットフォーム会員：２０２２年９月１日現在で２５８団体） 

（ア）「宇都宮市もったいない運動市民会議」と「宇都宮市」が連携して運営を行う

「運営本部」と、運営本部や他会員と連携しながら普及啓発に取り組む「プラッ

トフォーム会員」で構成される。 

   （イ）ＳＤＧｓの取り組みを積極的に行っている市域の企業やＮＰＯ、教育機関など 

多様な主体が連携・協力しながら、勉強会等の開催やイベント等における普及啓 

発などを実施し、市民や事業者のＳＤＧｓの理解促進や認知度向上を図る。 

 

（５）宇都宮商工会議所の取り組み（令和３年度） 

  ア ＳＤＧｓ啓発セミナー及び個別相談（個別相談専門家派遣４件） 

    日  時：令和４年２月２４日（木）午後１時３０分～３時 

    場  所：当商工会議所 大会議室（会場とオンラインのハイブリッド形式） 

    受講者数：２５社３２人 

    内  容：第一部「中小企業の持続可能な成長にＳＤＧｓをどう活用するか」 

         第二部「とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度について」 

    講  師：第一部 三井住友海上火災保険㈱経営サポートセンター 

             経営アドバイザー 目黒 ゆかり 氏 

         第二部 （公財）栃木県産業振興センター 新産業育成グループ 

             グループリーダー 枝野 龍之 氏 

 

  イ とちぎＳＤＧｓ推進企業への登録（令和３年１０月） 

   宣言した３側面 

  （ア）宇都宮市内の事業所を対象としたＢＣＰ策定支援（環境、社会、経済） 

  （イ）有給休暇の取得促進を通じて、職員の健康とワークライフバランスを支援する

（経済） 

（ウ）電気使用量の削減（環境） 

 

  ウ 会報天地人に会員事業所のＳＤＧｓ取り組み紹介記事掲載 
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（６） 中小企業のＳＤＧｓ経営について【第４回委員会講話要旨】 

 

ア ＳＤＧｓ経営とは 
      経営目標にＳＤＧｓの視点を取り入れ、「社会課題の解決への貢献」と「自社の成 

長」の両立を目指す経営のこと。自社の経営（利益）を犠牲にして取り組むものは 
ＳＤＧｓではない。 

 
イ ＳＤＧｓ経営のメリット 

    企業の理念や姿勢に共感するステークホルダーとのパートナーシップが深まり、 
多様なメリットを生む。 

（ア）顧客・消費者の支持を獲得できる 
商品・サービスだけでなく企業理念を支持する熱心なファンが獲得できる。 

（イ）共創・協業の可能性が拡大する 
企業理念や目的に共感する同業・異業種の他社と協力することで事業の拡大や加 

    速が図れる。 
（ウ）人材の確保・定着 

社会課題解決への意欲が高い人など、優秀な人材を採用、定着させることができ

る。従業員全体のモチベーションも向上、高いパフォーマンスを発揮できるように

なる。 
（エ）有利な資金調達 

金融機関の評価が向上し、有利な条件で利用できる。また、真にその企業を応援し 
たいと考える長期志向の投資家からの投資を得られる。 

（オ）事業機会の新規獲得 
社会課題の解決に着目することで自社の強みを生かし、ニーズも明確であるた 

め新たな事業機会を見出すことができる。 
 

上記（ア）～（オ）のようなメリットが生まれた結果、次のような展開も期待できる。 
（カ）企業ブランドの向上 

ＳＤＧｓと自社ブランドが紐づけされ信頼性が向上するため、大企業からの信 
    頼獲得や官公庁の入札機会拡大へとつながる。 

（キ）持続可能性の向上 
社会や地域にとって「なくてはならない存在」と認知され、自社の事業継続性や 

持続可能性が高まる。 
（ク）収益性の向上 

企業も商品・サービスも付加価値が上昇し、価格競争に陥ることがなく適正な 
収益を獲得できるようになり、収益性が向上する。 

 
ウ 取り組むためのコツ 

  （ア）バックキャスティング（あるべき姿に向けてやるべきことのステップ） 
    ２０３０年の未来におけるＳＤＧｓ達成の世界を思い描いてプロセスを考える。 
    あるべき姿とは、高い目標のことである。そこへ到達するために何をすべきか、 

中長期計画として実施期間と内容を考えることとなり、課題や取組内容、目標数 
値などもそれぞれの段階で変化する。 

  ⇔フォアキャスティング（現在できることの積み上げ） 
   「現在できることをやる」になりがちで、「できることしかやらない」に等しい。 
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 （イ）「状態」と「行動」の分離 

〇「状態」は「結果そうなる（あるいは得られる）姿」 
〇「行動」はその状態の実現につながる自らの取り組みや活動 

   
ＳＤＧｓ経営に取り組む際、経営理念をＳＤＧｓの切り口で表現し、「行動」したら

「この状態に近づけるであろう」という形で、因果関係が描けるようにする。     
中長期計画として目標達成までの時間軸を入れた表を作成し、ＰＤＣＡサイクルを回 

しながら経過や結果、評価を誠実に開示していく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 
 

５ 委員からの主な意見（第２回～第５回） 

 

（１）持続可能な社会に向けて、中小企業の目線やサイズ感ではどのような取り組みが 

できるのか、また取り組むことによってどのように企業価値が高まるのかを調査・ 

研究していくとともに地域の中小企業に普及させるにはどうしたらよいかといった

意見も取りまとめたい。 

（金融業 第２回） 

 

（２）ＳＤＧｓの理解度はこの１年間で一気に上がってきた。業界紙でも取り組みの推 

進が取り上げられ、大手企業を中心に事例がでているが、一方で何に取り組めばい 

いかわからないというのが問題と感じている。最終的にＳＤＧｓをどう企業経営に落

とし込んでいくかが重要だと思う。商工会議所としては会報天地人で「わが社のＳＤ

Ｇｓ」としてＳＤＧｓに取り組む企業を紹介し、広められるのではないか。 

（寝具製造業 第３回） 

 

（３）環境に配慮した商品が他メーカーより値段が高くても消費者から支持されている   

  例もある。値段よりも企業の経営姿勢が消費者から支持されて選ばれているという 

ことである。企業として利益を追求しなければならない一方、地球上の人たちが共

存・共栄できるように考えた商品でないと消費者から評価されない、ブランディング

できない時代になると考えている。（クリーニング業 第３回） 

 

（４）自社で宇都宮市のＳＤＧｓプラットフォーム会員となっているが、情報発信が足

りないと感じている。自社ではホームページ等で自社の取り組みについて発信した

いと思う。（紙・紙製品卸売業 第３回） 

 

（５）「気が付いたらＳＤＧｓの取り組みをしていた」というのと「自ら意識して取り組

む」というのは大きく違う。改めて、ＳＤＧｓをスタートにおいていろいろな取り組

みを考え、ゴール設定していくことが重要だと思う。（税理士会 第３回） 

 

（６）新たな制度を作る必要はないが、既存の制度との連携として、より多くの会員に 

  宇都宮市ＳＤＧｓプラットフォームの会員になってもらうと良いと思う。 

    また、中小企業が「知っているが一歩踏み出せない」ことの対策や後押しができ

るよう、要因を委員会で調査すると良いのではないか。（紙・紙製品卸売業 第３回） 

 

（７）新しい価値観が出てきたことで、これまで考慮していなかったことを追加で考え

なければならない制約条件のようなものができている。地元企業も含め、今後の企

業活動の流れを考えなければならない。（金融業 第３回） 

  

（８）ＳＤＧｓの取り組みに「専従する人を置く必要はない」「会社の未来の姿を明確に 

文字にして共有する」「中長期的な取り組みを経て次第に選ばれる会社になっていく」 

ということが分かった。ＳＤＧｓ経営について、わかりやすく解説してくれる専門家

がいると取り組みが進むのではないか。（紙・紙製品卸売業 第４回） 
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（９）調査・研究を進める中で、ＳＤＧｓ経営の取り組み方についてかみ砕いて説明を 

受けて、ようやく「特別なことを新たにする必要はない」と気づけた。中小企業がＳ

ＤＧｓという言葉を知っていても着手できない要因はこのような理解不足にもある

と思われるので、専門家や相談できる場所の情報発信がもっと必要と思われる。 

  （紙・紙製品卸売業 第４回） 

 

（１０）漠然とＳＤＧｓを理解するというのは幅が広いので、自分の会社、自分の職業の

中で何が取り入れられるかテーマを決めて落とし込めれば身近になるのではないかと

思う。（時計・眼鏡・光学機械小売業 第５回） 
 

（１１）自分の会社が生き残り、持続可能な成長をすることこそがＳＤＧｓそのものだと

いうことを強く打ち出していけば、よりタイミングの良い提案になるのではないか。 
  （情報処理サービス業 第５回） 
 

（１２）まずは自らの事業に触れてもらうことも重要だと思うので、事業ごとに限定した

形で、どういう取り組みがあるかというメニューを具体的に提示してもらえると、Ｓ

ＤＧｓにまず触れてもらう機会になるのではないか。（税理士会 第５回） 
 

（１３）言葉の理解がまだ浅いと思う。どこまで社会に浸透しているかは分からないが、

基本的に商売が成り立つのはすでにＳＤＧｓ的な取り組みを実践しているからこそだ

と思う。あえてこういう言葉を使って言わなくても経営者は生き残るため、会社が継

続、成長していくために必然的に本能として１７の目標に沿った取り組みを実施して

いるのではないか。（警備業 第５回） 
 

（１４）事業の継続性を高める中で、経営者が取り組んでいることをＳＤＧｓというフィ

ルターにかけてプロモーションの材料にするという形でよいのではないか。企業から

の問い合わせ窓口や自治体との橋渡し役として、今あるものを整理してさばく役割で

も良いので、企業としてうまく使えるよう、後押しの仕組みをつくれれば良いと思う。 
  （紙・紙製品卸売業 第５回） 
 

（１５）自社の経営理念をＳＤＧｓに当てはめた表現に変える発想のほうが日本企業に合

うと考えている。 
我々の価値観で企業経営に取り組みながら目標やアプローチ方法を整理し、見せ方

を工夫することでＳＤＧｓ的に再評価をされるというのが良いのではないか。 
  （金融業 第５回） 
 
（１６）ＳＤＧｓに取り組むハードルを上げなくて良いということをＰＲしてはどうか。

各企業が既に実施していることだから、どんどん認証制度に登録しましょう、融資制度

などを使おう、ということを商工会議所が積極的に企業にアプローチするとよいのでは。 
  （情報処理サービス業 第５回） 
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